
鳥取県労福協第 46 回評議員会開催  ～2012 年度活動方針決まる！！～ 

 2012 年 3 月 28 日（水）全労済鳥取県本部大会議室に於いて、評議員 37 名（出席 31 名、書面表決 6 名）によ

り開催しました。議長に湯村憲二評議員（交通労連）と中島毅評議員（全労済）が任命されました。 

   

 開会にあたり安田理事長より、1 年経過した東日本大震災への復興支援の取り組み。不安定雇用の拡大

など多くの課題を抱えた年であった。又、選抜高校野球の開会式、石巻工業高校キャプテンの選手宣誓

は「答えのない悲しみは、苦しくてつらい。その苦難を乗り越えた先の大きな幸せを信じて、感動、勇

気、笑顔を届け、日本の底力と絆を見せよう」と訴えた姿は、多くの方は感動と共感を得たのではない

かと紹介された。 
続いて、鳥取県商工労働部から三田雇用人材総室総室長、連合鳥取より五十嵐会長の来賓あいさつがあり

ました。 
 そして議事に入り、小泉専務理事より第 1 号議案「2011 年度活動報告」、第 2 号議案「2011 年度収支状況報

告および監査報告」、第 3 号議案「2012 年度活動方針（案）」、第 4 号議案「2012 年度予算（案）」が提案され、

いずれも承認されました。第 5 号議案「役員改選」、が福田副理事長より提案され承認されました。 

 

２０１2 年度活動の基調  

地域労働者の連帯と協同により、労働者福祉の向上と安心・共生の社会づくりをめざし、以下を基調と 

する活動を展開します。 

◆鳥取県労福協を構成する労働団体、事業団体の結集と連携を一層強め、働く者のライフワークを支え合う

労働者福祉運動の更なる発展をめざします。 

◆調査・研修、政策提言、社会貢献活動などを通じて、地域労働者の安心・安全をサポートする機能を高める

とともに、行政、市民団体・組織との連携を広げ、地域社会への参画を進めます。 

◆文化・スポーツによる交流活動や広報事業などを通じ、働く仲間の連帯、共生の理念を大切にする地域社

会づくりを促進します。 

◆一般財団法人への移行に向けた作業を進めるとともに、新たな組織運営に対する改革を行います。 

理 事 長 前田厚彦 連合鳥取(日教組)   理  事 中野 敦   全労済 

副理事長 佐貫 馨 連合鳥取(ＪＲ連合)   理  事 福田伸一郎 鳥取県生協 

副理事長 福田光明 中国労働金庫     理  事 米田成利  鳥取医療生協 

副理事長 小東照久 全労済        理  事 森脇一也  労福協東部支部 

専務理事 小泉俊一 鳥取県労福協     理  事 平信憲一  労福協中部支部 
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